
第５ 公営企業の業務の状況

１ 電 気 事 業

ア 平成 年度事業の経営方針

発電所における年間販売電力量を１億 万キロワットアワー、販売電力量収入を 億余円と

見込み、収益的収支の予算を編成しています。

また、資源の有効利用と販売電力量の増加を図るため、中小水力発電開発事業として平瀬発電所の

建設事業を継続実施いたします。

なお、水力発電の経営は、気象条件に左右されますので、貯留水の効率的運用を図ることはもちろ

ん、気象状況の早期把握、関係機関との密接な連携等を図り、販売電力量の確保による収入の増加と

経費の効率的執行により経営の安定化に努力します。

（１）平成 年度予算の状況



イ 平成 年度予算の概要

平成 年度電気事業会計予算 （単位 千円）

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額６億 万６千円は、内部留保資金で補てんします。
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平成 年度電気事業予定貸借対照表

（平成 年３月 日） （単位 千円）

負 債 合 計

資 本 合 計



（２）平成 年度下半期の業務の概要
平成 年度下半期は、上半期から引き続き順調な降雨に恵まれ、年度を通じての降雨量は、県下主

要ダム地点で平年の ％となり、平成 年度の販売電力量は目標に対して ％、電力料金収入

は目標に対して ％となりました。

また、経営の安定を図る上から、より一層の経費の節減に努めるとともに、２月補正では、電力料

金収入の増等により、収益的収入予算においては、全体で 万１千円の増額補正を、収益的支出

予算においては、修繕費の減等により 万９千円の減額補正を行いました。

この結果、最終予算は、収益的収入において 億 万８千円、収益的支出において 億 万

４千円、資本的収入において 万８千円、資本的支出において７億 万７千円となりました。

なお、中小水力発電開発事業として平瀬発電所の建設事業を継続実施しました。

（参考） 販売電力量・電力料金収入の状況



（３）企業債の状況

（平成 年３月 日） （単位 千円）



２ 工業用水道事業

（１）平成 年度予算の状況
ア 平成 年度事業の経営方針

総給水量５億 余万 、給水収益 億 余万円を見込み、収益的収入の予算を編成していま

す。

また、将来の水需要に対応するため、建設事業として、生見川、木屋川第２期、吉原末武川、佐波

川第２期の各工業用水道事業を引き続き実施します。

なお、工業用水の安定した供給に努めるとともに、引き続き、需要の開拓をはじめ、諸施策に取り

組み、工業用水道事業会計の経営基盤強化に努力します。



イ 平成 年度予算の概要

平成 年度工業用水道事業会計予算 （単位 千円）

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額 億 万１千円は、内部留保資金で補てんします。
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平成 年度工業用水道事業予定貸借対照表

（平成 年３月 日） （単位 千円）

負 債 合 計

資 本 合 計



（２）平成 年度下半期の業務の概要
平成 年度は、６月から７月にかけて少雨傾向となりましたが、下半期には比較的降雨に恵まれた

ため、１年を通じての実給水量は、契約水量に対し ％（昨年度 ％）となりました。

なお、平成 年度下半期も引き続いて将来の水需要に対応するため、建設事業として生見川、木屋

川第２期、吉原末武川、佐波川第２期の各工業用水道事業を実施しました。

また、平成 年度に引き続き、工業用水道事業会計の経営基盤強化に取り組み、需要の開拓、料金

の適正化等に努める一方、一般会計から長期借入金を受けました。

下半期における予算の補正については、収益的収入予算においては、特別利益の増加等により

万３千円の増額補正を、収益的支出予算において、動力費及び支払利息の減少等により２億

万８千円の減額補正をしました。また、資本的収入予算においては、企業債の減等により３億

万２千円の減額補正を、資本的支出予算においては、改良事業費の減少等により２億 万８千円の

減額補正をしました。

この結果、最終予算は、収益的収入において 億 万円、収益的支出において 億 万４

千円、資本的収入において 億 万円、資本的支出において 億 万４千円となりました。

（３）企業債の状況

（平成 年３月 日） （単位 千円）



３ 総合医療センター事業

（１）平成 年度の予算及び経営方針
業務予定量については、入院患者延べ数 人、外来患者延べ数 人を見込み、これを基

礎に収益的収支の予算を編成しています。その予定額は、病院事業収益 億 万１千円、病院事

業費用 億 万９千円で、前年度当初予算と比較して、収益で４億 万６千円の増加、費用で

４億 万５千円の増加を見込んでいます。

また、資本的支出については、 億 万円を計上し、企業債償還金８億 万７千円のほか、病

院施設を整備するため 億 万８千円、高度医療機器等を購入するため４億 万５千円を措置

しています。

本年度の業務予定量並びに収益的収支及び資本的収支の予定額は、次の表のとおりです。

平成 年度業務予定量と前年度との比較（当初予算比較）



平成 年度総合医療センター事業会計予算の前年度との比較 （単位 千円）

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額４億 万６千円は、内部留保資金（損益勘定留

保資金及び資本的収支調整額）で補てんします。
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（２）平成 年度下半期の業務の概要
公共医療機関としての使命と公営企業としての経済性の調和を図りながら、県民への医療サービス

の向上に努めてまいりました。

下半期における予算の補正については、収益的収入予算において３億 万９千円の増額補正をし

ましたが、これは、入院収益の増加等によるものです。また、収益的支出予算において１億 万

７千円の増額補正をしましたが、これは、材料費の増加等によるものです。

この結果、最終予算は、収益的収入において 億 万４千円、収益的支出において 億

万１千円、資本的収入において 億 万５千円、資本的支出において 億 万２千円となりま

した。

（３）企業債及び一時借入金の状況

（単位 千円）



４ 精神病院事業

（１）平成 年度の予算及び経営方針
業務予定量については、入院患者延べ数 人、外来患者延べ数 人を見込み、これを基礎

に収益収支の予算を編成しています。その予定額は、病院事業収益 億 万８千円、病院事業費

用 億 万円で、前年度当初予算と比較して、収益で 万４千円の増加、費用で 万７千

円の増加を見込んでいます。

また、資本的支出については、７億 万９千円を計上し、企業債償還金 万９千円のほか、病院

施設を整備するため６億 万８千円を措置しています。

本年度の業務予定量並びに収益的収支及び資本的収支の予定額は、次の表のとおりです。

平成 年度業務予定量と前年度との比較（当初予算比較）



平成 年度精神病院事業会計予算の前年度との比較 （単位 千円）

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額 万４千円は、内部留保資金（損益勘定留保資金及び

減債積立金）で補てんします。
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（２）平成 年度下半期の業務の概要
公営企業として能率的かつ合理的な経営に努めるとともに、県下唯一の公立精神病院として先駆的

で良質な医療により精神障害者の治療と保護を推進し、県民の精神的健康の維持向上に努めてきまし

た。

下半期における予算の補正については、収益的収入予算において、 万９千円の減額補正をし

てますが、これは、入院収益の減少等によるものです。

また、収益的支出予算において 万４千円の減額補正をしましたが、これは給与費の減少等に

よるものです。

この結果、最終予算は、収益的収入において 億 万５千円、収益的支出において 億 万

９千円、資本的収入において 万８千円、資本的支出において 万３千円となりました。

（３）企業債及び一時借入金の状況

（単位 千円）
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